
代表的な８疾患 連携ツールの使い方 

 

■ 代表的な８疾患 体験まとめ症例数 

 

〇 資料１の８疾患連携ツールよりプリントアウトして学生にお渡しください。 

〇 １１週間通じて記載していき、正の字で症例数を計測する 

  カッコ内に合計症例数を記載する。 

〇 各疾患の対象疾患については資料２の代表的８疾患に分類される具体例を参考

にしてください。 

〇 １枚の処方箋に複数の疾患が関係する場合はそれぞれに計測して記載する。 

〇 実習終了時、『薬局指導薬剤師 確認』欄に押印して次の病院実習の指導薬剤師

に提出するよう学生にお伝えください。 

   

■ 記載例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正 5 



■ 代表的な８疾患体験まとめ 

 

〇 資料１の８疾患連携ツールよりプリントアウトして学生にお渡しください。 

  （計４枚あります。１枚に２疾患） 

〇 学習した各疾患の薬剤にレ点を記入する。 

〇 １枚の処方箋に複数の疾患が関係する場合は各対象薬剤にレ点を付ける 

〇 実習終了時に各疾患の評価を下の評価表に沿ってマルを付けてください。 

  （※ どこまで各疾患に関われたかを見るものなので評価が低くなったからダ

メということではありません。） 

〇 実習終了時、次の病院実習の指導薬剤師に提出するよう学生にお伝えください。 

 

■ 記載例 
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■ ＷＥＢ実習日誌テンプレート 

 

〇 資料３の薬局実習日誌テンプレート（Ｗｏｒｄ）を学生にお渡しください。 

  （ＵＳＢなどを活用してファイル形式でお渡しください。） 

〇 学生は日々の日誌の学習・感想欄にテンプレートをコピー＆ペーストして必要

項目に沿って記入する。 

（不要な部分、学習していない部分は消してもらって構いません。） 

   〇 テンプレート以外の項目を学習した場合は『疑義照会、処方提案の内容』の 

続きに記入する 

〇 大学で決められたテンプレートがある場合は、そちらを代用しても構いません。 

 

☆ テンプレートを使う目的 

：大学や学生によって書き方や内容に差が出てくるので最低限の学んだ内容を均一化す

るため。 

 

■ 記載例 
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